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ヲンスで最初の本格的工業統計である Statistiquede la France， l"e serie， 
4e partie， lndustn'e， Paris， 1847-1852， 4 vol.および， 綿製品の輸入自由化
をめぐる1834年アンケート Enqueterelative a diverses prohibiuons etablies 





2) Cf. Ch. Ballot， L'introduction du machinisme dans l'uuiustn-e fr.申 zcais，1923. R. Levy， 
Histori四 economiquede !'industrie contonniere en Alsace， 1912. Cl. Fohlen， Une 
affaire企 famt'lleau XIX-siecle， Mequillet-Noblot et C'.， 1955. L'industrie t町 tileau 
''''η~ps du Second Empire， 1956 服部春彦「フランス産業草命論J19曲年，参照Q
3) 前出拙稿，参照。
4) 同上。
5) M. Villerme， Table.叫 de['etatρhysi明 eetηwra1 des ouvn削削〆'oyesdans _les 
刑 anufactun!sde cot.印¥l， de laine et de s出:e，2vol.， 18~O 





























6) Cf. Ibid.， t.I1， pp. 21， 90 
7) Cf. Ballot，。ρ cit.，p. 64. Levy， op. cit.， pp. 85， 140-141 服部，前均書， 123買， 205:l'i， 
審問し注Hすべきことに， 部にはジェエー機を10台前後集中する小作業場が形成さ札，その場
合には肺柑1機も道入さ札ていた。ジェユー機10台に対して楠綿機 1台， 12台に対して2台が組み





9) Cf. Ballot， op. cit.， p. 80 














第2表 19世紀中葉セイヌ・ア γ フェリュウル県における工場あたり労働者数
労働者数 ~50人 ~100人 ~2日0人 "，200人以上
工 場 数 50 74 32 5 
労働者数(%) 13.-7% 40.3% 30.5% 15.5% 
Statisti，伊ade la France， op. cit" t. II， pp. 26-33. 
19世紀初頭から中葉にかけての綿紡績業の発展は急速であった。第2表は，
セイヌ・ァ γフヱリュウル県で労働者数 50~100 人司工場が支配的となってい
ることを示す。工場あたり平均労働者数は 81.4人である。また，別の資料は，
第3表 19世紀初頭における紡釦数日I工場分布
五示~理杢I~l畑 I ~5，O∞ I ~10，OOO I日畑以上|備 考
1 8 0 6 85 1 103 1 9 1 3 1 Eure県を除く
1808 '8312凹 25 1 12 1 ~~，~e 県 Meuse 県
| ---1 --1 を除〈
Balot， o.ρ白 cit.，p. 130 
10) CL Levy，。ρcit.，p. 141 本稿では，分析の対象をミー ル ジェユ機工場に限定する.
資料トの制0*うと左もに，ミー ルー ジェニ 機丁場が生産のIE倒的部分を占めていたからである.
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第4衰 19世紀中葉における紡錘別工場分布
一一一段竺土I~1州~酬 1 ~10，0∞ 1 ~20，O∞ I~岨，mlr哩
|工場数 313114181313
オ・ラン県1:;: :" ~~_， I _ ~_， I .，，_， I ^"'_， I n~n_' I |紡錘数 0.0%I 1.8% I 16.1% I 27.4% 1 25.9% I 28.5% 
ノ ノレ県|工場数 23.1 18 1 10 1=.1 
m|紡錘数 122.4% 1 34.3% 1 37.7% 1 5.6% 1 





























1786 1 1815 4.5 1812 5.2 
1806 20 1835 10.65 1828 7.9 
1828 45 1845 15.0 1834 11.3 
1844 49 
Ibid.， p・83. 1844 12.9 




皇官8褒 セイヌ・アンプヱり 1 ウノレ県における労働生産力の発展
年次 紡鐸数/労働者 綿糸(kg)j紡錘 綿糸(kg)1労働者
1808 26.1 5.8 152 
1816 30.3 5.4 166 
1834 13.4 









紡績機あたり紡錘数| "，200 ~250 ~3口口 ，-..350 以上
2 13 26 3 
ノー/レ県 4 42 4 。 1 
牟 1工場は不明 Statistique de la France， ot. cit.， t. 1， pp; 20.-23， 136-137 
績機そのものの大型化を示す。 19世紀初頭には， 206錘の紡績機が最新鋭であ
り， 120， 160， 190錘のものも使用されていたのに対して， 中棄になると，と
〈に，オ・ラン県では300鐘以上の紡績機が支配的となり， 400錘を超えるもの











第10衰 ゲォージ L 県のー紡績工場における機械体系四発展
a)， 1819年購入時における機械体系 b)， 1830年代までの発展
機種|台 数王竺J事 項
開 綿 機 1 1820 打綿機の導入
荒械綿機 8 1822 1，200鍾追加
仕上杭綿機 12 1834 蒸気機関導入
練 条 機 6 練条機，練紡機(各
粗 紡 機
231 1I 1 243(t〈各 21 921 624鍾錘il計 4，564 錘 数台)，琉綿機(1台)，精 紡 機 他の準備機械 (4台)の追加
原 動 機| 馬 4頭による回転装置1台 a)， b)，とも Fohl回 ，Une affaire， 
〈購入時から水力の使用3





12) Cf. Ballot，。ρ cit.，p. 125. 1834年アンケ トでは，アルザスで平均 366鍾と言われている.
Cf. Eηquete (1834)， op. cit.， pp. 348， 614 
13) Villerme， op. cit.， t.I， p. 213. 
14) Cf. Cl. Fohlen. Une affiωγ"，ゆ.cu 









|成人男子|婦 人l少年児享| fr c 
火 夫 I 1 I 1，025 36 
準備工程
打 H市 工 2 180 60 
開 綿 工 1 201 28 
杭 綿 工 (1) 5 145 28 
棟 出品 工(司 4 251 96 
練 条 工 2 264 52 
硫櫛掃除工 2 454 
疏 綿 監 替 1 1，015 28 
線 紡 工 2 251 96 
ノ 1 2日O
ノ 1 152 
紡績士程
紡演工 (120鍾〕 2 785 56 
来つなぎ工 2 260 
紡績工(66錘〉 1 614 12 
糸つなぎ工 1 128 
紡績工(216~240錘) 14 660 16 
若糸糸年(つつ13婦2Zなt~人1間4ぎぎD紡錘工〉 14 156 18 348 
9 104 
倉 庫 係 1 604 
1 354 
紹 * 工 14 252 門 香 1 252 
叫|幻 I 39 I 
Villennムot.ロit.，t. !， p. 154 


























15) ヴィ νノレメは，セイヌ・アンフェリュウル県では「平均すると，ー 工場あたり， 75人の労働者






















イギリノ、 7001""-'800 30..，3 整理すると第12表
366 90kgj週 のようになる。こ
イギリス 62日 125 





16) EnqUete (1834). ot. cit. P. 484 


























17) Cf. Ib剖， p. 486. 
























18) Cf. E. Levasseur， HistOl同 desclass出 m叩内erset de l' indust門~ en F.同沼田品 1789
a 1870. 2. f'd. ]9()4. p. 13(J 
19) Villerme， ot. ci九 t.!， p. 5 
20) イギリ'^ については， ζの紡績工と児童助手の雇用関需が指摘されている固戸塚秀雄「イギリ
ス工場法成立史論J1966年，吉岡昭彦，イギリス産業草命と質芳働，高橋幸八郎編「産業革命。
研究」昭和40年，害照。


























21) Villerme， o.ムcit.，t. II， p. 112 































25) Villerme. op. cit.， t.I， p.66 




















































'27) Cf. Levas回 ur，op. cit. p. 177 
28) Cf. Fohlen， L'削dustriete.rtile， op. cit 
29) Cf. Fohlen， Ul1e aff'aJ開 ，0ρ cit.，pp. 31-33. Levy， o.ム cit.，pp. 156-160 服剖L前掲書，
自2頁...，238頁，参開。
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いえ，近代的な工場制度に極めて近いものであった。
しかしながら，農村作業場を近代的な工場と区別する決定的な点があった。



























1 5日....，2 25 
3 ~6C男子のみ〕
Vi1lerme， op. c仏， t. 1. p. 143 
い。さらに，機械織布は何らの筋力をも必要としないので，男性よりも婦人を
多く雇用する白である。JSO> 織布工中に占める婦人の数は明らかではないが，




























3勾 Enquete(1834)， op. cit.， p.492. 

















































しなければならない。 それは以下の理由からである。 まず 1820年代中頃から
の力織機の普及，工場体制の確立は.キャリコ等の白地綿布生産に限られてい
33) Ihid.， pp. 518. 620 

































入る場合とを区別し亡し、る船。また， 1834年貿易問題ァ γゥートはa ノルマン
34) Levy， o.ρ cit_. pp. 69-70， 127-130 
35) Ibid.， p. 154. 
lB3C年代フランス綿工業における工場体制と産業構造 (535) 91 
にディにおけるルーアン織の場合， 手織工への原料糸の供給が， 都市の手織
工対しては問屋から直接に，近隣の農村の手織工の場合には porteur ι呼ば








次の上うに言われる。 rc問〕 都市の労働者が， どのようにして農村の労働者






織工との関係は次のように 並ルーアン織工 |模様ノレー アン織工
総括することができる。織 1825~28 1fr.50c. 2fr.25c. 
，元資本にとって，高級品を 1829 1 25 1 75 2 00 
1830 90 1 25 
織らせるべき都市の手織工 1831~32 90~95 1 50~1 75 
は，熟練を基礎により独立 1833，-，34 1 50 2 25 




37) Cf. Enquete (1884)， op.日九 p.254. 
38) Ibiι， p.255. 


























39) Vi1lerme， 0;ρ clt.，仁 I.pp. 85-86 







1814 7 12 8 3 1 3 3 
(537) 93 












































































96 (540) 第 127巻第6号
かれの議論が，現実的，客観的に意味したものは，一般的には，新しい生活様
式と労働のあり方に合致した労働者像を打ち出すことであり，具体的には，綿
工業の現実をふまえて，二つの法案を提起する点で，産業構造と工場体制を合
理化しようとする綿業資本の動向にそったものになっていることである。
(1981年 1月19日〉
